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※二次元コードからも申込が可
能です。

※ご利用端末の機種や設定に
よっては、二次元コードによ
る申込みができない場合があ
ります。その場合は、任意の
メールソフトに申込先メール
アドレスを手入力してお申し
込みください。

・上記メールアドレスからの返信が受信できるよう
設定をお願いします。

・座席の空き状況を確認の上、シンポジウム事務局
よりメールを返信いたします。
１週間が経過しても返信がない場合には、シンポ
ジウム事務局にお問い合わせください。

・定員に達した場合は、締切日より前に受付を終了
する場合があります。

【主催】福岡高等検察庁、九州地方更生保護委員会、福岡法務局、福岡矯正管区　【共催】管内地方検察庁、管内保護観察所、管内地方法務局、管区内矯正施設等
【後援】福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、鹿児島県、宮崎県、沖縄県、福岡市、北九州市、九州弁護士会連合会、福岡県弁護士会

検察庁が関わる社会復帰支援・多機関連携

再犯防止シンポジウム
令和５年度 九州ブロック

犯罪をした高齢者又は障害のある者等に対する再犯防止・更生支援の取組について

犯罪をした高齢者や障害のある者等の中には、必要とされる福祉的支援が行き届いていないことを背景とし

て再犯に及ぶ方々がいます。そうした方々に対しては、これまでも、必要な福祉的支援が受けられるよう、国

と地域が連携して様々な支援を行ってきました。

本シンポジウムでは、検察庁が関わる社会復帰支援・多機関連携をテーマに、再犯を取り巻く現状や支援課

題、それに対する具体的な取組や解決方策、支援のノウハウや好事例等について取り上げてまいります。

罪を犯した者等の特性に応じた効果的かつ継続的な支援のため、国や地域の取組について、より多くの方に

知っていただきたいと考えておりますので、御関心のある方は是非御参加ください。
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検察庁と多機関との再犯防止に係るこれまでの取組等
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